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一般会計 10人賛成 ３人反対令和３年度
決　算

９月定例議会報告

令和３年度一般会計決算の採決結果（〇賛成 ×反対）

令和３年度一般会計歳入歳出決算

　令和4年9月定例議会が、8日から29日までの会期で開催されました。令和
3年度決算に基づく健全化判断比率、資金不足比率、法人の経営状況について
の報告と令和3年度の一般会計・特別会計の決算をはじめ、令和4年度の一般
会計他2件の予算補正、条例の一部改正2件、合計18議案が審議され、すべて
認定・可決されました。

9月定例議会

で認定

歳入  86億4997万円

議会費
8257万円
（1.0%）

総務費
20億8144万円
（25.2%）

民生費
24億789万円
（29.1%）

民生費
24億789万円
（29.1%）

衛生費
10億2132万円
（12.4%）

農林水産業費
７億5625万円
（9.1%）

商工費
１億1404万円
（1.4%）

土木費
3億1768万円
（3.8%）

土木費
3億1768万円
（3.8%）

消防費
6022万円
（0.7%）

教育費
５億6860万円
（6.9%）

教育費
５億6860万円
（6.9%）

災害復旧費
２億1698万円
（2.6%）

公債費
６億4875万円
（7.8%）

公債費
６億4875万円
（7.8%）

歳出
（目的別）

（前年対比11億460万円減）

歳出  82億7579万円
（前年対比12億6450万円減）コロナワクチン接種コロナワクチン接種どこでもなんぶ号どこでもなんぶ号南さいはく交流拠点施設南さいはく交流拠点施設

　令和3年度の一般会計決算額は歳
入86億4997万円、歳出82億
7579万円で、この収支から翌年度
へ繰越すべき財源850万円を差し
引いた実質収支は3億6567万円の
黒字となりました。
　新型コロナ感染症対策に追われた
一年でした。

分担金及び負担金
6939万円
（0.8%） 繰越金

2億1428万円
（2.5%）

諸収入
1億1487万円
（1.3%）

繰入金
2644万円
（0.3%）

繰入金
2644万円
（0.3%）

自主財源その他
1億7137万円
（2.0%）

地方交付税
37億5616万円
（43.4%）

国庫支出金
16億835万円
（7.1%）

国庫支出金
16億835万円
（7.1%）

県支出金
8億75万円
（9.3%）

県支出金
8億75万円
（9.3%）

町債
5億3050万円
（6.1%）

町債
5億3050万円
（6.1%）

依存財源その他
3億5454万円
（4.1%）

町税
10億331万円
（11.6%）

討
論

反対
●黒字の決算であり、お金が残るなら住民生活
　に重点的にお金を使ってほしい。　
●ＪＯCＡとの連携事業よりも町民の暮らしを
　応援することが先決である。
●会計年度任用職員の処遇改善及び正規職員の
　増員を求める。
●保育園の民間移管について、どこでどう決定
　され、今後どういうスケジュールなのか説明
　が不足している。

賛成
●新型コロナ対策として生活困窮者や障がい者
　の方々に年間10万円が配られるなど、支援が
　必要なところに対応されている。
●財政規模が決まっている中で正規職員をどん
　どん増やすことはできない。類似団体と比較
　しても職員数が決して少ないとはいえない。
●会計年度任用職員については十分とはいえな
　いが、これまでより給料が上がるなど、処遇
　改善がされている。
●ＪＯＣＡとの連携事業について、町外からの
　力を利用して町を活性化していくということ
　は必要である。

なんぶ議会だより　第 73号３ なんぶ議会だより　第 73号 ２

真壁亀尾細田板井仲田三鴨白川長束米澤滝山荊尾加藤﨏田

××

○○○○○○○○○

×

○令和3年度一般会計歳入歳出の認定
議員名（議席番号順）

自主財源

歳入

依

存財源



９月定例議会報告 ９月定例議会報告

起債残高に対する基金残高と算入交付税の推移（普通会計）

各特別会計、水道、西伯病院事業決算報告の採決結果 

主な特別・事業会計決算審議の討論

なんぶ議会だより　第 73号５ なんぶ議会だより　第 73号 ４

国民健康保険事業特別会計
討
論

反対 法定減免が
あるが、低

所得者についての対応を
求める。一番は国保税全
体を引き下げること。
　国保税の減税の低所得
者対策を求めて反対する。

賛成 所得の少ない人には７割、５割、
２割の減免制度もしっかりと設け

られ、令和２年度、３年度には新型コロナの影
響を受けた世帯にも減免がなされている。
　国保税を安く抑えれば、基金からの繰り入れ
が必要となり、基金からの繰り入れが続けば、
基金は底をつく。
　健全な財政運営がなされており賛成する。

討
論

反対 物価が値上がりし、公的年金は６
月支給分から減額される。75歳以

上の高齢者のうち、全国で370万人の窓口負担
が１割から２割に引き上げられる。容赦のない
負担増で高齢者の命と健康を脅かす大きな問題
であることから反対する。

賛成 2025年問題と言われ、団塊の世代が75歳以上
になって、医療費の著しい増加が予想される。

　全世代社会保障のもと、支払い能力のある方にはそれなり
の負担をいただき、現役世代に大きな負担にならないよう、
未来持続型の仕組みにしていかなければならない。
　健全な財政運営がなされており賛成する。

公共下水道事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

討
論

反対 水道料金は、一度会見地区の料金に統一、
その後値上げをした。

赤字を想定して現在の料金設定となっているが、値下
げを含めて見直しても良いのではないか。新型コロナ
の影響を含めて物価が上がっている状態のなかで、料
金の見直しと引き下げを求めて反対する。

賛成 令和３年度の黒字の決算は、阿賀地区での
たくさんの新築や集合住宅が建っており、

その関係で一時的に加入金や料金収入が増えている。
黒字決算だからといって楽な会計ではなく、料金を下
げるということにはならない。厳しい経営の中で確実
な運営がなされており賛成する。

水道事業会計

※算入交付税とは起債のうち、交付税措置
　として、国から保証された起債をいう。

起債（借金）残高

基金残高・算入交付税

63億5387万円

83億6055万円

国民健康保険事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

墓苑事業特別会計

住宅資金貸付事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

浄化槽整備事業特別会計

公共下水道事業特別会計

太陽光発電事業特別会計

水道事業会計

病院事業会計

在宅生活支援事業会計

136,576

15,026

143

960

24,574

60,557

16,705

6,781

22,606

237,053

4,202

134,887

14,940

143

960

24,573

60,557

15,808

6,403

21,103

232,269

3,286

1,689

86

0

0

1

0

897

378

1,503

4,784

916

会計名(決算)／　
　議員名（議席番号順）

歳入
(万円)
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（万円）
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○

　

○
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○

　

○

　

集団健診

討
論

反対 低所得者について
公共料金の負担が

大きくなっている。期間を限定
してでも生活が苦しくなった世
帯に減免政策を取るべき。
　公営企業会計に移行するよう
になって繰入金が減った場合、
使用料が値上がりするのではな
いかと危惧し反対する。

賛成 使用料と繰入金が同じよう
な金額となっている。使用

料だけでこの会計を維持しようとすれば、
２倍の使用料が必要となる。
　一般会計からかなりの額の繰入れで成
り立っている。公営企業会計への移行に
ついては、今は、令和３年度の決算の審
議である。会計は適正になされており賛
成する。

倭浄化槽場

●人件費（職員、特別職、議員、会計年度任用職員他）

（総務費）
●光ファイバ整備事業
●南さいはくサテライト拠点施設
●地域とつながる未来ラボ支援事業
（民生費）
●ぬくもり燃料券配布事業
●住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金
●子育て世帯への臨時特別給付金事業
（衛生費）
●新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業
（農林水産業）
●スマート農業社会実装促進事業
●バンガロー管理事業
（商工費）
●コロナに負けるな、飲食業等特別応援金事業

…12億8869万円

…………………………3億9779万円
……………1億4867万円
………………1548万円

……………………38億774万円
…7314万円

………1億3533万円

…9342万円

…………………1289万円
………………………………1480万円

…1420万円

一般会計の主な事業

スマート農機スマート農機

虹の村コテージ2番館虹の村コテージ2番館

基金（預金）残高

算入交付税

32億4505万円

51億1550万円

全員一致で可決

全員一致で可決

全員一致で可決

全員一致で可決

全員一致で可決

浄化槽・農業集落排水会計も同様な討論でした。

真壁亀尾細田板井仲田三鴨白川長束米澤滝山荊尾加藤﨏田
職員の育児休業に関する条例の一部改正について
児童福祉手当支給条例の一部改正について

議員名（議席番号順）
全員一致で可決
全員一致で可決

条例の一部改正



●生活支援・地域活性化事業
●汗かく農業者等支援事業
●新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業

………………………1億871万円
………………………………177万円

…3465万円

一般会計補正予算の主な内容

９月定例議会報告 ９月定例議会報告

なんぶ議会だより　第 73号７ なんぶ議会だより　第 73号 ６

真壁亀尾細田板井仲田三鴨白川長束米澤滝山荊尾加藤﨏田
○○

××

○○○○○○

×

○○安倍元首相の「国葬」中止を求める意見書
議員名（議席番号順）

最終日追加議案

令和４年度年度
補正予算

一般会計歳入歳出の総額にそれぞれ２億4385万円を追加し、総額を
80億1,122万円とする。

補正額
　コロナ禍による物価高騰対策緊
急支援として、町民１人当たり１
万円の商品券を配布する。
　町内限定で経済の活性化を図る。

　6月で終了した、農業機械購入
補助金の不足分の増額補正。

真壁亀尾細田板井仲田三鴨白川長束米澤滝山荊尾加藤﨏田
一般会計補正予算
農業集落排水事業特別会計補正予算
公共下水道事業特別会計補正予算
西伯病院事業会計補正予算

議員名（議席番号順）
全員一致で可決
全員一致で可決
全員一致で可決
全員一致で可決

契約の目的　　　学習用タブレット端末購入
契約の方法　　　一般競争入札
契約の金額　　　1514万７千円
契約の相手方　　株式会社ケーオウエイ

学習用タブレット端末購入に係る契約の締結について

※物品購入の場合、700万円以上で、
　議会の承認が必要。

発議 発議案第10号 会計年度任用職員の処遇改善に向けた法改正
と雇用安定に関する意見書

発議案第12号 「プラスチックに係る資源循環の促進等に関
する法律」実施にあたり、自治体への財政支
援を求める意見書

発議案第11号 肥料価格高騰対策を求める意見書

全員一致で可決

全員一致で可決

全員一致で可決

安倍元首相の「国葬」中止を求める意見書 熱 闘！
  激 論！

９月13日追加議案

国葬中止を求める意見

　岸田政権は、安倍元首相の葬儀を「国葬」と
し、９月27日に日本武道館で行うことを閣議決
定した。
　安倍元首相の「国葬」については、①個人の
葬儀を国が行う根拠法が存在しないこと ②特定
の個人の葬儀費用を税金で執行することが、法
の下の平等、財政民主主義を定めた憲法に反す
ること ③政治家の業績に対する評価はそれぞれ
違いあるのは当然であり、時の政府が行うこと
は、国民に故人への弔意と礼賛の強制につなが
りかねず、政治的利用につながり、国民の思想
信条の自由を侵しかねないこと等が、指摘され
ている。閣議決定以降も、「国葬」の賛否につ
いては、大きく国民世論が割れており、日増し
に反対の声が多くなっているのが各紙の世論調
査でも明らかだ。

　地方政治の一翼を担って、
日々、住民の命とくらし、人権、
民主主義を守り、活動する地方議会としても、
法的根拠のない「国葬」を認めることはできな
い。
　よって、政府に対し、安倍元首相の「国葬」
を中止することを強く求め、地方自治法第99条
の規定により意見書を提出する。

令和４年９月13日
　　　　　　　　　　鳥取県西伯郡南部町議会
【提出先】内閣総理大臣

討
論

反対 故安倍元首相は、憲政史上最長の８年８
か月、首相の重責を担い、東日本大震災

からの復興、日本経済の再生、日米関係を基盤とした
戦略的外交の展開を誘導し、大きな実績を残されまし
た。
　諸外国からの経緯と敬意が表明され、国の公式行事
として開催し、外国からの参列者の出席を得る形で葬
儀を行うことが適切だと岸田首相の見解で、国の儀式
としての国葬を表明された。
　国民に賛同されるべく、十分な説明と国会での審議
は必要であったと思う。
　長年、日本を支えた安倍元首相に哀悼の誠をささ
げ、国葬に賛同し、この意見書に反対します。

賛成 国葬についての国民アンケート調査で、
過半数を超える人が反対をすると報道さ

れています。国葬とするからには、まず、国民の大多
数がこぞって弔意を示すなかでの開催が必要だと思
う。
　この国葬に至る経緯が理解できない。
　文字通り国の行事であり、国会において審議し、決
定される手順であると思う。
　岸田首相の常の言葉として、信頼と共感を得る政治
を目指すのであれば、今からでも遅くないので、この
国葬を中止する決断と実行する勇気を出すべきと思い
この意見書に賛成する。



なんぶ議会だより　第 73号９ なんぶ議会だより　第 73号 ８

令和４年９月定例議会一般質問ダイジェスト
質　問　事　項

１

２

３

４

５

６

７

８

30

20

30

30

30

30

30

30

荊尾　芳之

米澤　睦雄

板井　　隆

仲田　司朗

加藤　　学

亀尾　共三

真壁　容子

細田　元教

１

2

１

1

2

3

1

2

1

2

3

１

２

3

4

1

2

3

1

議 員 名 発言時間

【質問の通告】
一般質問は、議案と関係なく
行財政全般にわたる議員主導
による政策論議で、通告制で
行っている。

【一般質問の時間】
定例議会において行われ、南
部町は議員からの質問時間は
30分と定めている。
町民皆様の声を町政に問います。

保育行政
産業経済の振興施策
フルーツロード構想
林業施策
人口減少対策
自治体DX（デジタルトランスフォーメーション）
健康増進事業とがん対策事業
地域防災
旧統一協会
保育園問題
農業肥料高騰
新型コロナの感染症対策
町道管理
安倍元首相の「国葬」
学校給食費
地球温暖化防止に向けて、自治体の役割と取り組み
町一般廃棄物処理計画書に新プラ法
保育園の民間移管
新型コロナウイルス感染症

あ
な
た
の
声
を

町
政
に
問
う
！

　
令
和
４
年
９
月
議
会
定
例
会
が
９
月
８
日
か
ら
22
日
間

に
わ
た
り
開
会
さ
れ
、
令
和
３
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会

計
、
事
業
会
計
の
決
算
認
定
を
は
じ
め
、
条
例
や
補
正
予

算
の
全
て
の
議
案
を
原
案
通
り
認
定
及
び
可
決
し
ま
し
た
。

　
今
議
会
で
は
通
常
の
議
会
と
は
異
な
る
事
案
を
審
査
検

討
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
一
点
目
は
、
暴
漢
の
銃
弾

に
倒
れ
ら
れ
た
安
倍
元
総
理
の
国
葬
に
反
対
す
る
意
見
書

の
審
査
で
あ
り
ま
し
た
。
賛
否
あ
る
中
、
賛
成
多
数
で
意

見
書
を
提
出
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
国
葬
問
題
の
如

何
に
か
か
わ
ら
ず
、
安
倍
元
総
理
の
ご
冥
福
を
心
よ
り
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
の
事
件
の
発
端
と
な
っ
た
旧
統
一
教
会
問

題
を
鑑
み
、
わ
が
議
会
と
し
て
も
こ
の
よ
う
な
問
題
が
疑

わ
れ
る
団
体
等
と
の
関
わ
り
に
は
十
分
注
意
を
払
う
よ
う

議
員
間
の
申
し
合
わ
せ
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
議
会
の
議
員
の
一
般
質
問
中
の
発
言
内
容
に

つ
い
て
、
そ
の
関
係
者
よ
り
抗
議
の
申
し
入
れ
書
が
議
会

あ
て
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
議
会
運
営
上
問
題
は
無
か
っ

た
と
の
判
断
を
い
た
し
ま
し
た
が
、
町
民
の
皆
様
に
誤
解

や
疑
念
を
抱
か
せ
る
こ
と
の
な
い
、
よ
り
適
正
な
議
会
運

営
と
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
、
今
後
と
も
議
会
の

課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
９
月
議
会
が
終
わ
り
、
令
和
４
年
度
も
前
半
が
終
わ
る

と
と
も
に
、
我
々
議
員
の
任
期
も
折
り
返
し
点
を
迎
え
ま

す
。
私
た
ち
南
部
町
議
会
は
新
た
な
課
題
に
対
し
積
極
的

に
対
処
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
今
後

と
も
議
会
に
対
し
関
心
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
４
年
９
月
議
会
を
終
え
て

南
部
町
議
会
議
長

　景
山

　浩

かたらお よしゆき

よねざわ むつお

しろう

いたい たかし

なかだ

きょうぞうかめお

ようこまかべ

もとのりほそだ

まなぶかとう

臨時議会

8月17日　第4回臨時議会

契約の目的　　　南部町光ファイバ引込工事
契約の方法　　　一般競争入札
契約の金額　　　２億９８１０万円

光ファイバ引込工事に関する契約の締結について

全員一致で承認

議 案

※幹線の光ケーブル配線が終了し、各戸に光ファイバの引込を行う。

歳入歳出に287万1千円を追加し、歳入歳出予算の総額を77億6737万1千円とする。

令和4年度一般会計補正予算

主な補正
○コロナ禍によって困窮する、生活困窮者自立支援、子育て世帯生活支援特別給付
　及び児童生徒就学援助・奨励事業の当初事業費が不足するためそれぞれを増額補
　正する。

西部町村議会議員研修会議会活動報告
　8月18日に伯耆町「鬼の館」で
令和4年度西部町村議会議員研修
会が2年ぶりに開催された。研修
には、講師にＢＳＳアナウンサー
　宇田川修一氏による「聞いても
らえる、人を惹きつける話し方」
を演題としての講演でした。政策
を語り、住民ニーズを聞き取る議
会議員として、自分の思いだけで
はなく、相手の思いや反応にも十
分留意したコミュニケーションス
キルを身に着けてほしいという多
くの示唆を含んだ講演内容は大変
参考になるものでした。
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南
部
町
立
の
４
つ
の
保
育
園

に
つ
い
て
、
今
後
の
運
営
方

法
は
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か

問
う
。

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
で
、

今
後
の
保
育
園
の
在
り
方
に

つ
い
て
検
討
し
、
園
舎
の
長
寿
命
化
、

移
転
、
統
合
、
定
数
に
つ
い
て
議
論

し
、
防
災
面
、
老
朽
度
、
位
置
的
要

件
を
加
味
し
、
さ
く
ら
保
育
園
と
つ

く
し
保
育
園
は
統
合
へ
、
ひ
ま
わ
り

保
育
園
は
、
３
園
統
合
に
は
距
離
的

に
難
し
い
点
か
ら
、
当
面
は
現
状
維

持
が
良
い
。
す
み
れ
こ
ど
も
園
は
、

現
状
の
ま
ま
で
良
い
と
意
見
集
約
し

た
。

さ
く
ら
保
育
園
と
つ
く
し
保

育
園
は
統
合
す
る
と
い
う
が
、

い
つ
、
ど
こ
に
、
ど
の
よ
う
な
保
育

園
を
つ
く
る
の
か
問
う
。

令
和
４
年
度
に
施
設
整
備
の

基
本
方
針
、
運
営
方
針
、
場

所
の
選
定
等
を
含
め
た
保
育
園
統
合

に
係
る
基
本
構
想
の
策
定
に
向
け
、

保
育
所
あ
り
方
検
討
委
員
会
を
立
ち

あ
げ
た
。
場
所
選
定
は
、
利
便
性
、

安
全
性
と
環
境
、
面
積
の
確
保
、
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
な
ど
、
多
方
面
か
ら
の

検
討
が
必
要
で
慎
重
に
進
め
る
。

２
園
統
合
す
る
保
育
園
の
運

営
形
態
は
公
設
民
営
か
民
設

民
営
か
の
ど
ち
ら
か
問
う
。

保
育
園
や
認
定
こ
ど
も
園
の

建
設
や
運
営
に
関
す
る
国
、

県
の
補
助
対
象
に
は
公
立
の
保
育
園

は
含
ま
れ
な
い
な
ど
、
幼
児
教
育
、

保
育
に
関
す
る
国
の
流
れ
は
、
民
営

化
に
向
か
っ
て
い
る
。

　
行
財
政
審
議
会
で
２
園
統
合
に
係

る
整
備
運
営
方
針
に
つ
い
て
、
民
設

荊
尾

荊
尾

町
長

町
長

町
長

荊
尾

保
育
行
政

Ｑ 

２
園
統
合
は
、
い
つ
、
ど
こ
に
、
ど
の
よ
う
に
行
う
か

Ａ 
安
全
性
と
環
境
等
を
多
方
面
か
ら
検
討
す
る

民
営
を
目
指
す
の
が
適
当
と
答
申
を

得
た
。
連
携
す
る
民
間
事
業
者
の
選

定
が
重
要
要
件
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

指
定
管
理
を
い
た
だ
く
社
会
福
祉
法

人
伯
耆
の
国
を
事
業
者
選
定
の
最
優

先
交
渉
者
と
考
え
る
。

汗
か
く
農
業
者
支
援
事
業
に

つ
い
て
、
事
業
実
績
と
事
業

効
果
を
問
う
。

自
然
災
害
や
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
に
よ
り
農
作
物
の
売
上
が

減
少
し
、
米
価
下
落
等
の
影
響
を
考

慮
し
、
本
年
度
に
限
り
、
汗
か
く
農

業
者
支
援
事
業
の
補
助
率
を
３
分
の

１
か
ら
２
分
の
１
に
引
き
上
げ
、
水

稲
農
家
も
対
象
と
し
て
、
幅
広
く
活

用
で
き
る
補
助
制
度
と
し
た
。
申
請

期
限
を
６
月
30
日
ま
で
と
し
、
２
５

９
件
の
申
請
を
受
理
し
た
。
申
請
で

一
番
多
か
っ
た
も
の
が
草
刈
り
機
で

１
６
７
件
だ
っ
た
。
農
家
に
と
っ
て

一
番
の
負
担
で
あ
る
草
刈
り
作
業
に
、

新
し
い
機
械
の
導
入
や
性
能
の
良
い

機
械
に
更
新
さ
れ
、
農
家
経
営
意
欲

の
向
上
に
効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。

私
も
同
様
な
意
見
で
あ
る
。

こ
の
汗
か
く
農
業
者
支
援
事

業
は
、
今
回
と
て
も
水
稲
農
家
に

と
っ
て
良
い
事
業
で
あ
っ
た
。
次
年

度
以
降
も
十
分
な
対
策
を
検
討
し
て

欲
し
い
。こ

れ
か
ら
先
も
な
か
な
か
見

通
せ
な
い
状
況
だ
が
、
農
家

の
所
得
向
上
に
向
け
、
農
家
が
農
業

を
続
け
て
い
け
る
よ
う
対
策
を
講
じ

る
。

産
業
経
済
の
振
興
施
策

Ｑ 

汗
か
く
農
業
者
支
援
事
業
の
実
績
と
効
果
は

Ａ 

農
家
経
営
意
欲
の
向
上
に
効
果
が
あ
っ
た

荊
尾

町
長

荊
尾

町
長

荊尾芳之 議員
かたらお よしゆき

昨
年
フ
ル
ー
ツ
ロ
ー
ド
構
想

キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
行
い
、
生
産
者
を
中
心
に
関
係
者

の
方
々
か
ら
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ

た
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
意
見
が

出
さ
れ
た
の
か
問
う
。

令
和
３
年
10
月
13
日
、
フ

ル
ー
ツ
ロ
ー
ド
構
想
キ
ッ
ク

オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
、
フ

ル
ー
ツ
を
栽
培
す
る
生
産
者
の
ほ
か

加
工
業
者
や
観
光
業
者
、
県
の
関
係

機
関
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
フ

ル
ー
ツ
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
を
し

た
。

　
一
部
を
紹
介
す
れ
ば
、
後
継
者
不

足
や
就
農
誘
致
に
つ
い
て
の
意
見
、

と
り
わ
け
生
産
基
盤
の
整
備
や
定
住

支
援
、
新
た
な
農
業
参
入
の
受
け
入

れ
態
勢
の
強
化
、
ま
た
、
高
齢
化
が

進
む
な
か
、
特
産
の
果
樹
生
産
の
技

術
継
承
が
急
務
で
あ
る
こ
と
、
ス

マ
ー
ト
農
業
な
ど
省
力
化
さ
れ
た
農

業
技
術
の
導
入
に
よ
る
就
農
促
進
。

　
農
産
物
の
加
工
・
販
売
に
関
し
て

は
、
特
産
品
の
開
発
や
コ
ン
テ
ス
ト

の
開
催
、
商
品
の
統
一
デ
ザ
イ
ン
、

規
格
外
品
の
販
売
や
加
工
の
取
組
、

拠
点
整
備
な
ど
。

　
観
光
面
で
は
、
イ
チ
ゴ
狩
り
な
ど

収
穫
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
造
成
、
取
れ

た
て
フ
ル
ー
ツ
の
試
食
ツ
ア
ー
や
フ

ル
ー
ツ
狩
り
、
定
植
体
験
の
イ
ベ
ン

ト
、
農
業
体
験
を
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し

た
キ
ッ
ザ
ニ
ア
の
創
設
な
ど
。

　
観
光
拠
点
の
整
備
で
は
、
加
工
や

販
売
の
拠
点
整
備
に
併
せ
て
、
フ

ル
ー
ツ
パ
ー
ラ
ー
や
カ
フ
ェ
な
ど
の

く
つ
ろ
ぎ
の
た
め
の
滞
在
拠
点
の
重

点
整
備
、
花
回
廊
を
起
点
と
し
て
来

訪
者
が
地
域
に
長
く
滞
在
で
き
る
環

境
や
メ
ニ
ュ
ー
の
整
備
な
ど
様
々
な

ア
イ
デ
ア
が
出
さ
れ
た
。

米
澤

町
長 フ

ル
ー
ツ
ロ
ー
ド
構
想

Ｑ 

フ
ル
ー
ツ
ロ
ー
ド
構
想
は
何
を
目
指
す
の
か

Ａ 

減
退
す
る
農
業
の
再
活
性
化
と
町
の
魅
力
の
増
進
を
目
指
す

フ
ル
ー
ツ
ロ
ー
ド
構
想
の
中

核
を
な
す
生
産
振
興
策
を
具

体
化
す
る
た
め
、
「
が
ん
ば
る
地
域

プ
ラ
ン
」
を
作
成
す
る
と
の
事
だ
が

そ
の
内
容
に
つ
い
て
問
う
。

フ
ル
ー
ツ
ロ
ー
ド
の
基
盤
で

あ
る
フ
ル
ー
ツ
の
生
産
振
興

を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
は
専

業
、
兼
業
を
問
わ
ず
、
世
代
を
超
え

て
継
承
さ
れ
て
き
た
特
産
の
柿
並
び

に
米
価
の
下
落
等
も
あ
り
、
活
用
に

悩
む
水
田
の
活
用
方
策
と
し
て
、
イ

チ
ゴ
の
施
設
園
芸
に
新
た
な
農
業
参

入
の
促
進
に
焦
点
を
定
め
た
い
。
　

　
「
が
ん
ば
る
地
域
プ
ラ
ン
」
で
は
、

そ
れ
ら
の
就
農
促
進
と
し
て
、
地
域

や
関
係
機
関
の
連
携
で
つ
く
る
応
援

体
制
の
整
備
や
、
農
業
に
触
れ
て
親

し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
の
き
っ
か
け

づ
く
り
、
先
輩
指
導
者
や
関
係
機
関

で
つ
く
る
指
導
体
制
の
整
備
、
非
農

家
の
方
で
も
農
業
の
経
営
技
術
を
習

得
で
き
る
学
び
の
場
づ
く
り
、
定
住

サ
ポ
ー
ト
を
含
め
た
総
合
サ
ポ
ー
ト

体
制
の
強
化
、
農
業
に
関
心
の
あ
る

方
の
ス
テ
ッ
プ
に
応
じ
た
支
援
メ

ニ
ュ
ー
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
の
六
つ
の

米澤睦雄 議員

取
り
組
み
を
計
画
し
て
い
る
。

フ
ル
ー
ツ
ロ
ー
ド
構
想
と

は
、
い
か
な
る
も
の
を
目
指

し
て
い
る
の
か
問
う
。

フ
ル
ー
ツ
ロ
ー
ド
構
想
の
着

想
は
、
花
回
廊
や
え
ん
が
ー

の
に
来
訪
い
た
だ
く
多
く
の
皆
様
を

南
部
町
の
農
業
や
観
光
に
ど
の
よ
う

に
つ
な
げ
て
い
く
か
と
い
う
点
と
、

一
年
を
通
じ
て
生
産
さ
れ
る
南
部
町

の
フ
ル
ー
ツ
を
町
全
体
の
魅
力
増
進

の
素
材
と
し
て
ど
の
よ
う
に
生
か
し

て
い
く
の
か
と
い
う
点
に
あ
る
。
　

　
そ
れ
ら
は
指
標
と
し
て
、
特
産
振

興
を
通
じ
た
農
業
所
得
の
向
上
や
観

光
振
興
を
通
じ
た
交
流
人
口
の
増
加

と
い
う
点
で
、
こ
れ
ら
は
ひ
い
て
は

産
業
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
き
た
集

落
生
活
を
将
来
引
き
継
い
で
い
く
と

い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
考
え

る
。
　
　

　
フ
ル
ー
ツ
の
振
興
を
通
じ
て
、
減

退
す
る
農
業
を
再
活
性
化
し
、
こ
れ

を
素
材
と
し
て
南
部
町
の
魅
力
を
増

進
し
て
い
き
た
い
。

よねざわ むつお

米
澤

町
長

米
澤

町
長



一般質問

南
部
町
第
２
次
総
合
計
画
で
、

「
人
工
林
を
中
心
に
適
切
な

間
伐
を
推
進
し
、
林
地
所
有
者
の
意

識
向
上
と
林
業
者
の
育
成
を
図
り
、

林
地
の
荒
廃
を
防
ぎ
、
豊
か
な
里
山

の
保
全
に
つ
な
げ
る
」
と
あ
る
。

国
か
ら
の
森
林
譲
与
税
交
付

金
活
用
に
つ
い
て
問
う
。

森
林
所
有
者
が
維
持
管
理
で

き
な
い
状
況
か
ら
、
森
林
組

合
等
、
林
業
事
業
者
が
作
成
す
る
森

林
経
営
計
画
に
よ
る
、
整
備
に
活
用

し
て
い
る
。

森
林
整
備
に
お
け
る
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
問
う
。

森
林
経
営
計
画
が
作
成
で
き

な
い
小
規
模
な
森
林
を
森
林

経
営
管
理
制
度
に
よ
り
、
町
が
管
理

す
る
必
要
が
あ
る
。
関
係
集
落
と
の

意
見
交
換
、
説
明
会
を
進
め
て
い
く

計
画
で
あ
る
。

　
最
大
の
課
題
は
担
い
手
不
足
と
育

成
が
進
ん
で
い
な
い
現
状
に
あ
る
。

今
後
の
林
業
施
策
を
問
う
。

現
状
、
森
林
施
業
で
収
益
を

上
げ
る
こ
と
は
難
し
く
、
森

林
経
営
の
管
理
体
制
の
構
築
に
つ
い

て
検
討
し
た
い
。

板
井

町
長

板
井

町
長

板
井

町
長 林

業
施
策

Ｑ 

森
林
整
備
の
施
策
は

Ａ 
森
林
経
営
の
管
理
体
制
を
構
築
す
る

婚
姻
カ
ッ
プ
ル
へ
の
祝
い
金
支

援
制
度
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

南
部
町
で
の
新
婚
生
活
者
へ

の
支
援
は
引
越
、
家
賃
補
助
、

三
世
代
同
居
支
援
金
、
定
住
促
進
奨

励
金
等
で
応
援
を
し
て
い
る
。

　
今
後
も
少
子
化
対
策
の
支
援
策
に

つ
い
て
検
討
を
し
た
い
。

町
の
立
地
、
自
然
環
境
、
景

観
を
生
か
し
、
潜
在
的
住
民

を
対
象
に
転
入
を
促
進
す
る
施
策
研

究
を
す
す
め
て
は
ど
う
か
。

市
部
と
の
地
理
的
条
件
と
田

舎
暮
ら
し
の
よ
さ
を
併
せ
持

ち
、
子
ど
も
達
に
と
っ
て
最
高
の
生

活
環
境
で
あ
る
こ
と
を
打
ち
出
す
こ

と
で
、
転
入
を
促
進
し
た
い
。

人
口
減
少
対
策

Ｑ 

結
婚
と
転
入
を
促
進
す
る
支
援
を

Ａ 

現
在
の
支
援
制
度
を
精
査
す
る

板
井

町
長

板
井

町
長

高
齢
者
へ
の
対
応
は
進
ん
で

い
る
か
問
う
。

町
長
　
デ
ジ
タ
ル
化
社
会
に

お
い
て
高
齢
者
が
疎
外
さ
れ

る
こ
と
は
絶
対
に
避
け
る
必
要
が
あ

る
。
デ
ジ
タ
ル
化
で
情
報
の
入
手
、

買
い
物
、
防
災
、
見
守
り
等
、
様
々

な
面
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
必
要
不

可
欠
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　
今
年
か
ら
「
キ
ナ
ル
な
ん
ぶ
」
で
、

ま
た
、
「
ど
こ
で
も
な
ん
ぶ
号
」
を

活
用
し
地
域
に
出
か
け
て
、
ス
マ
ホ

教
室
を
開
催
し
て
い
る
。

　
更
に
高
校
生
や
青
年
団
が
講
師
と

し
て
活
動
す
る
こ
と
で
、
シ
ニ
ア
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
世
代
間
の
つ
な
が
り

で
、
だ
れ
一
人
残
さ
な
い
社
会
実
現

に
期
待
し
て
い
る
。

自
治
体
Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

Ｑ 

高
齢
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て

Ａ 

疎
外
さ
れ
る
こ
と
は
絶
対
に
避
け
る

板
井

町
長

板井　隆 議員
いたい たかし

健
康
増
進
事
業
と
が
ん
対
策
事
業

Ｑ 

前
立
腺
が
ん
検
診
の
見
直
し
を

Ａ 

事
業
評
価
を
行
い
、
見
直
し
を
行
っ
て
い
き
た
い

仲田司朗 議員
なかた しろう
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背
景

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
令
和
２

年
度
は
受
診
控
え
が
あ
っ
た
。

今
年
度
は
受
診
率
が
徐
々
に
回
復
し

て
い
る
状
況
で
あ
る
が
、
ま
だ
ま
だ

受
診
率
を
こ
れ
か
ら
高
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

町
民
の
特
定
健
診
の
受
診
状

況
及
び
受
診
結
果
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
分
析
し
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る
の
か
。

受
診
率
は
緩
や
か
に
増
加
し

て
、
全
体
的
に
４
割
程
度
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
血
糖
値
が
高

い
方
が
約
５
割
、
血
圧
が
高
い
方
は

７
割
程
度
お
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
全
体
的
な
傾
向
と
し
て
血
圧
が

高
い
方
が
多
い
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

全
町
的
に
減
塩
に
関
す
る
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
。

が
ん
検
診
に
つ
い
て
、
検
診

を
受
け
て
精
検
と
な
っ
た
方
、

が
ん
と
診
断
さ
れ
た
方
は
い
た
の
か
。

が
ん
検
診
を
受
け
て
精
検
と

な
っ
た
方
は
約
４
０
０
名
弱

お
ら
れ
、
そ
の
う
ち
約
10
名
程
度
に

が
ん
の
発
見
報
告
が
あ
っ
た
。

前
立
腺
が
ん
の
受
診
項
目
が

令
和
３
年
度
か
ら
除
外
さ
れ

た
が
な
ぜ
か
。

前
立
腺
が
ん
検
診
に
つ
い
て

は
、
ア
ミ
ノ
イ
ン
デ
ッ
ク
ス

の
検
査
項
目
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
平

成
25
年
度
か
ら
実
施
を
し
て
い
た
が
、

国
が
推
奨
す
る
が
ん
検
診
で
は
な
い

こ
と
、
前
立
腺
が
ん
を
原
因
と
す
る

死
亡
が
低
い
こ
と
か
ら
一
旦
中
止
を

す
る
こ
と
に
し
た
。
今
後
も
町
独
自

の
事
業
に
つ
い
て
評
価
を
行
い
、
見

直
し
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

仲
田

町
長

仲
田

町
長

仲
田

町
長

全
国
至
る
所
で
、
台
風
や
豪

雨
、
雪
害
、
干
ば
つ
と
い
っ

た
異
常
気
象
と
な
っ
て
い
る
。
降
雨

量
の
増
加
に
よ
り
災
害
の
頻
発
、
激

甚
化
な
ど
、
生
命
や
財
産
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
恐
れ
が
あ
る
。

　
町
内
で
も
防
災
に
つ
い
て
い
ろ
い

ろ
取
り
組
ん
で
い
る
が
そ
の
実
効
性

は
ど
う
か
。

自
営
消
防
団
の
増
員
に
つ
い
て

現
在
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

現
在
、
自
営
消
防
団
は
、
旧

会
見
地
区
に
16
組
織
あ
り
、

集
落
の
火
災
な
ど
災
害
時
に
備
え
る

自
主
防
災
組
織
と
し
て
活
動
し
て
い

る
。
編
成
や
運
用
な
ど
の
責
任
は
第

一
に
各
区
長
が
有
し
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
団
員
の
増
員
な
ど
地
域
で
決

定
さ
れ
て
い
る
。

豪
雨
、
地
震
、
火
災
等
、
災

害
の
種
類
、
昼
間
、
夜
間
に

よ
っ
て
は
集
落
で
の
避
難
対
応
等
が

違
う
が
そ
の
体
制
づ
く
り
は
ど
の
よ

う
に
し
て
い
る
の
か
。

南
部
町
内
で
も
昨
年
７
月
の

豪
雨
で
、
災
害
対
策
基
本
法

が
改
正
さ
れ
、
初
め
て
避
難
指
示
を

発
令
し
た
。
避
難
体
制
づ
く
り
と
し

て
、
各
集
落
に
出
か
け
て
防
災
説
明

会
を
行
い
、
支
え
愛
マ
ッ
プ
作
成
な

ど
、
集
落
内
の
自
助
共
助
の
体
制
づ

く
り
の
支
援
を
し
て
い
る
。

「
田
ん
ぼ
ダ
ム
」
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
進
め
よ
う
と
し

て
い
る
の
か
。

田
ん
ぼ
ダ
ム
は
、
水
田
が
持

つ
貯
水
機
能
を
生
か
し
、
大

雨
が
降
っ
た
時
の
雨
水
を
一
時
的
に
貯

留
し
、
水
田
か
ら
河
川
へ
の
水
の
流
入

を
遅
ら
せ
、
少
し
で
も
流
量
増
加
の

ピ
ー
ク
を
遅
ら
せ
る
こ
と
で
堤
防
決
壊

な
ど
に
よ
る
洪
水
被
害
の
軽
減
を
目
的

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
今
後
町
内
で
も

取
り
組
み
を
広
げ
て
い
き
た
い
。

地
域
防
災

Ｑ 

田
ん
ぼ
ダ
ム
の
取
組
は

Ａ 

取
り
組
み
を
広
げ
て
い
き
た
い

仲
田

仲
田

町
長

仲
田

町
長

町
長

背
景

背
景

森林経営計画よる森林整備



一般質問

過
去
、
南
部
町
に
お
い
て
旧

統
一
協
会
や
関
連
団
体
と
関

わ
り
が
あ
っ
た
か
。

旧
統
一
協
会
と
ど
の
関
連
団

体
が
関
係
が
あ
る
の
か
承
知

し
て
い
な
い
の
で
、
答
弁
す
る
材
料

の
持
ち
あ
わ
せ
が
な
い
が
、
現
時
点

で
は
一
般
的
に
知
り
得
る
範
囲
内
に

限
定
す
れ
ば
、
関
係
性
は
な
い
。

南
部
町
に
対
し
て
、
あ
る
団

体
か
ら
後
援
や
協
賛
の
依
頼

を
求
め
ら
れ
た
場
合
、
何
を
基
準
に

後
援
又
は
協
賛
を
す
る
の
か
。

名
義
後
援
の
使
用
に
関
す
る

要
綱
を
つ
く
っ
て
い
る
。
こ

の
中
に
承
認
基
準
が
設
け
て
あ
る
。

要
綱
第
４
条
　
⑵
に
「
政
治

的
ま
た
は
宗
教
的
活
動
に
事

業
」
　
⑶
「
公
序
良
俗
に
反
し
、
ま

た
は
そ
の
お
そ
れ
の
あ
る
事
業
」
こ

れ
に
関
し
て
は
名
義
後
援
は
し
な
い

と
書
い
て
あ
る
。

　
こ
れ
を
基
に
旧
統
一
協
会
と
は
将

来
に
渡
っ
て
関
係
を
断
つ
こ
と
は
可

能
か
。

統
一
協
会
に
か
か
わ
ら
ず
、

反
社
会
的
行
為
を
す
る
者
は
、

こ
の
要
綱
の
中
で
規
制
が
か
か
っ
て

い
る
。
未
来
永
劫
に
わ
た
っ
て
、
こ

の
要
綱
が
あ
る
限
り
そ
の
よ
う
な
団

体
と
の
関
係
性
は
持
て
な
い
と
考
え

る
。

加
藤

町
長

加
藤

町
長

加
藤

町
長 旧

統
一
協
会

Ｑ 

旧
統
一
協
会
と
関
係
を
断
つ
こ
と
は
可
能
か

Ａ 
要
綱
が
あ
る
限
り
未
来
永
劫
関
係
性
は
持
て
な
い

加藤　学 議員
かとう まなぶ

町
道
管
理

Ｑ 

町
道
等
の
草
刈
り
は
町
の
責
任
で

Ａ 

制
度
も
時
間
が
た
っ
て
お
り
検
討
課
題
と
し
た
い

亀尾共三 議員
かめお きょうぞう

集
落
共
通
の
悩
み
は
、
高
齢

化
が
進
み
、
こ
れ
ま
で
取
り

組
ん
で
き
た
集
落
内
あ
る
い
は
集
落

間
の
草
刈
り
作
業
が
大
き
な
負
担
と

な
っ
て
き
て
い
る
。

　
町
の
当
初
予
算
で
は
、
町
道
、
林

道
の
維
持
管
理
事
業
を
行
う
会
計
年

度
職
員
２
名
を
雇
用
し
、
道
路
の
適

正
な
維
持
管
理
を
行
う
と
し
て
い
る

が
、
各
集
落
は
、
草
刈
り
作
業
の
労

力
は
十
分
と
は
な
ら
ず
苦
労
し
て
い

る
。
行
政
が
取
り
組
む
こ
と
を
強
く

望
む
声
を
直
接
聞
い
て
い
る
。

町
道
草
刈
り
の
実
情
を
掌
握

し
て
い
る
か
。

町
道
の
草
刈
り
に
つ
い
て
は
、

そ
の
地
域
の
皆
さ
ん
が
生
活

道
路
の
道
路
愛
護
や
沿
線
の
農
地
管

理
な
ど
を
目
的
と
す
る
自
主
的
な
作

業
と
、
ふ
れ
あ
い
道
路
サ
ポ
ー
ト
事

業
の
活
用
に
よ
り
町
道
法
面
等
の
大

部
分
が
除
草
さ
れ
、
環
境
美
化
が
保

た
れ
て
い
る
の
が
現
状
だ
。
同
事
業

に
は
、
自
治
会
等
に
対
し
、
草
刈
り

の
燃
料
支
給
と
、
除
草
委
託
と
が
あ

る
。

作
業
員
の
雇
用
状
況
は

今
年
度
は
町
道
林
道
作
業
員

と
し
て
、
会
計
年
度
任
用
職

員
、
フ
ル
タ
イ
ム
１
名
、
パ
ー
ト
タ

イ
ム
２
名
を
雇
用
し
、
毎
日
町
内
全

域
の
林
道
、
通
量
の
多
い
町
道
や
急

斜
面
等
の
除
草
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

作
業
を
集
落
民
の
責
任
と
せ

ず
、
行
政
の
一
端
と
し
て
の

位
置
づ
け
を
求
め
た
い
。

集
落
周
辺
の
生
活
に
密
着
し

た
町
道
の
環
境
美
化
に
つ
い

て
は
、
今
後
も
事
業
を
活
用
し
て
い

た
だ
き
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
同
様
に

町
民
の
皆
さ
ん
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
。

以
前
の
よ
う
に
世
帯
が
た
く

さ
ん
あ
る
状
況
な
ら
い
い
が
、

年
配
の
方
も
多
く
、
集
落
で
維
持
し

ろ
と
い
う
の
は
な
か
な
か
難
し
く

な
っ
て
い
る
。
ぜ
ひ
一
考
い
た
だ
き

た
い
。

全
体
の
バ
ラ
ン
ス
や
実
務
上

の
問
題
等
も
含
め
な
が
ら
考

え
て
い
き
た
い
。
今
の
制
度
も
か
な

り
時
間
が
た
っ
て
お
り
、
検
討
課
題

と
し
た
い
。

亀
尾

町
長

亀
尾

亀
尾

町
長

町
長

収
入
減
の
な
か
、
子
育
て
世

帯
の
出
費
の
負
担
軽
減
を
図

る
こ
と
か
ら
、
学
校
給
食
の
無
償
化

を
再
度
求
め
た
い
。

　
政
府
は
、
自
治
体
が
地
方
創
生
交

付
金
を
活
用
し
、
学
校
給
食
費
等
の

負
担
軽
減
も
で
き
る
と
し
て
い
る
。

全
国
で
は
、
８
割
を
超
え
る
自
治
体

が
、
学
校
給
食
費
の
保
護
者
負
担
の

軽
減
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
文

科
省
が
（
９
月
）
９
日
に
公
表
し
た
。

で
き
な
い
理
由
は
何
か
。

全
国
的
に
学
校
給
食
費
の

無
償
化
は
広
が
っ
て
い
る
。

今
年
度
の
給
食
１
食
単
価
は
３
円
の

値
上
げ
を
し
て
い
る
が
、
町
費
負
担

を
増
や
し
、
保
護
者
負
担
を
上
げ
る

こ
と
な
く
運
営
し
て
い
る
。
６
月
議

会
で
も
今
後
の
物
価
上
昇
を
見
据
え
、

材
料
費
10
％
の
（
町
費
）
増
額
を
承

認
い
た
だ
い
て
い
る
。
就
学
援
助
制

度
利
用
世
帯
に
は
、
給
食
費
の
実
費

を
支
給
し
て
い
る
。
一
律
の
無
償
で

は
な
く
支
援
が
必
要
な
世
帯
に
支
援

す
る
。

学
校
給
食
費

Ｑ 

学
校
給
食
の
無
償
化
を

Ａ 

一
律
無
償
で
は
な
く
支
援
が
必
要
な
世
帯
を
支
援

亀
尾

教
育
長

背
景

さ
く
ら
保
育
園
、
つ
く
し
保

育
園
、
す
み
れ
こ
ど
も
園
、

ひ
ま
わ
り
保
育
園
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
っ
た
。

　
南
部
町
が
つ
く
し
保
育
園
と
さ
く

ら
保
育
園
を
統
合
し
て
、
伯
耆
の
国

が
運
営
す
る
民
設
民
営
の
こ
ど
も
園

に
す
る
こ
と
を
知
ら
な
い
保
護
者
が

約
30
％
い
た
。

　
現
在
、
こ
ど
も
を
保
育
園
へ
預
け

て
い
る
保
護
者
で
30
％
な
ら
ば
、
一

般
の
人
で
保
育
園
に
こ
ど
も
を
預
け

て
い
な
い
人
で
、
こ
の
こ
と
を
知
ら

な
い
人
は
も
っ
と
い
る
と
思
わ
れ
る
。

さ
く
ら
保
育
園
、
つ
く
し
保
育

園
の
保
護
者
を
園
ご
と
に
集
め

て
統
合
問
題
の
説
明
会
の
開
催
を
求
め
る
。

現
在
、
保
育
所
あ
り
か
た
検

討
委
員
会
で
、
さ
く
ら
保
育

園
、
つ
く
し
保
育
園
だ
け
で
な
く
す

み
れ
こ
ど
も
園
、
ひ
ま
わ
り
保
育
園

の
保
護
者
の
代
表
に
も
参
加
し
て
も

ら
い
保
育
所
統
合
に
か
か
わ
る
基
本

構
想
の
策
定
に
向
け
た
検
討
を
行
っ

て
い
る
。

　
こ
の
基
本
構
想
は
現
時
点
で
は
作

成
途
中
で
あ
る
の
で
説
明
会
の
開
催

は
考
え
て
い
な
い
が
、
広
報
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
知
ら
せ
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　
基
本
構
想
策
定
後
は
関
係
者
に
説

明
す
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
あ
わ
せ

て
、
町
民
へ
広
く
周
知
す
る
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
い

つ
行
う
の
か
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
10

月
中
に
出
来
る
よ
う
に
し
た

い
。

ひ
ま
わ
り
保
育
園
は
公
設
公

営
だ
。
建
て
替
え
の
予
定
は

な
い
が
現
状
を
維
持
す
る
の
か
。

ひ
ま
わ
り
保
育
園
は
今
の
形

で
維
持
す
る
。

保
育
園

Ｑ 

ひ
ま
わ
り
保
育
園
は
維
持
す
る
の
か

Ａ 

ひ
ま
わ
り
保
育
園
は
今
の
形
で
維
持
す
る

加
藤

加
藤

町
長

加
藤

町
長

町
長

背
景
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亀
尾

町
長
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保
育
園
の
民
間
移
管

Ｑ 

民
間
移
管
で
は
な
く
賃
金
格
差
の
是
正
こ
そ
優
先
す
べ
き

Ａ 
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
社
会
を
国
、
県
に
訴
え
て
い
き
た
い

真壁容子 議員
まかべ ようこ

町
立
保
育
園
の
統
合
、
定
数

削
減
、
認
定
こ
ど
も
園
、
民

間
移
管
の
動
き
に
つ
い
て
は
、
保
護

者
を
は
じ
め
住
民
の
ほ
と
ん
ど
が
知

ら
な
い
ま
ま
進
め
ら
れ
て
い
る
。
と

り
わ
け
大
き
な
問
題
は
、
町
立
保
育

園
を
民
間
に
移
管
す
る
と
い
う
町
の

保
育
施
策
の
根
幹
に
か
か
わ
る
内
容

が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
。
な
ぜ

今
、
民
間
移
管
な
の
か
町
は
そ
の
根

拠
を
明
確
に
町
民
に
説
明
し
意
見
を

聞
く
べ
き
だ
。
こ
れ
ま
で
の
町
立
保

育
園
の
民
営
化
が
町
の
保
育
園
施
策

に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
し
た

の
か
。

伯
耆
の
国
へ
の
指
定
管
理
か

ら
10
年
に
な
る
が
そ
の
評
価

を
問
う
。

時
間
延
長
保
育
は
伯
耆
の
国

の
努
力
に
よ
り
実
施
さ
れ
た

も
の
で
評
価
さ
れ
る
も
の
と
思
う
。

ま
た
、
保
育
士
は
、
町
の
非
常
勤
職

員
と
い
う
不
安
定
な
立
場
か
ら
、
正

規
職
員
に
な
っ
た
こ
と
も
評
価
さ
れ

る
と
思
う
。
保
育
の
サ
ー
ビ
ス
は
基

本
的
に
は
同
等
に
提
供
さ
れ
る
よ
う

４
園
で
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

毎
年
実
施
さ
れ
る
保
護
者
ア
ン
ケ
ー

ト
で
も
良
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
。

保
育
士
の
待
遇
改
善
・
待
遇

格
差
の
是
正
こ
そ
優
先
さ
れ

る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

保
育
士
等
処
遇
改
善
臨
時
特

例
事
業
に
お
い
て
、
補
助
基

準
額
を
少
し
超
え
る
内
容
で
処
遇
改

善
を
行
わ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

指
定
管
理
で
も
た
ら
さ
れ
た

賃
金
格
差
が
現
場
に
ど
う
い

う
影
響
を
与
え
て
い
る
か
と
い
う
こ

と
だ
。

　
民
間
保
育
士
の
意
見
で
「
町
だ
ろ

う
が
民
間
だ
ろ
う
が
、
南
部
町
の
子

ど
も
を
育
て
て
い
く
と
い
う
信
念
に

か
わ
り
は
な
い
。
町
に
４
園
し
か
な

い
中
、
同
じ
目
標
を
掲
げ
、
同
じ
よ

う
に
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
取
り
組
ん

で
い
る
の
に
、
賃
金
格
差
等
の
現
実

に
町
長
は
ど
う
思
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
」
と
言
う
も
の
が
あ
る
。

　
指
定
管
理
を
導
入
し
た
町
が
、
今

一
番
解
決
し
な
い
と
い
け
な
い
の
は

４
園
の
な
か
で
お
こ
っ
て
い
る
賃
金

格
差
の
是
正
こ
そ
急
ぐ
べ
き
で
あ
っ

て
、
民
間
移
管
す
る
こ
と
で
は
な
い
。

町
長
の
考
え
を
求
め
る
。

町
の
子
ど
も
た
ち
を
責
任
を

も
っ
て
そ
の
成
長
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
く
の
は
町
の
責
任
だ
。
町

長
の
大
事
な
仕
事
と
思
っ
て
い
る
が
、

ひ
と
り
ひ
と
り
の
給
与
水
準
を
ど
う

確
保
し
て
い
く
か
と
い
う
と
こ
ろ
ま

で
町
長
は
力
を
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き

な
い
。

　
保
育
士
を
募
集
し
て
も
受
け
て
く

れ
る
人
が
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
問

題
が
多
様
に
存
在
す
る
日
本
で
、
南

部
町
だ
け
違
っ
た
社
会
を
つ
く
る
と

い
う
こ
と
は
難
し
い
と
思
う
。

機
会
あ
る
ご
と
に
国
、
県
に
、
安
心

し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
社
会
を

作
っ
て
い
け
る
よ
う
に
訴
え
て
い
き

た
い
。
そ
の
こ
と
が
先
ほ
ど
読
み
上

げ
ら
れ
た
保
育
士
さ
ん
に
対
す
る
町

長
と
し
て
の
答
弁
だ
。

即
効
性
は
な
い
が
町
長
の
責
任
と
し

て
は
そ
う
い
う
事
で
果
た
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

真
壁

真
壁

真
壁

町
長

町
長

背
景

町
長
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平
井
知
事
か
ら
コ
ロ
ナ
感
染

者
の
全
数
把
握
の
見
直
し
が

発
表
さ
れ
た
。

　
保
健
所
の
職
員
、
病
院
、
医
療
関

係
者
ら
現
場
が
悲
鳴
を
上
げ
て
い
る

こ
と
か
ら
現
場
職
員
等
の
仕
事
を
軽

減
す
る
た
め
と
言
わ
れ
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
65
歳
以
上
、
基
礎
疾

患
の
あ
る
人
、
妊
婦
の
人
を
対
象
と

し
た
数
字
を
報
告
し
、
そ
の
他
の
方

は
報
告
し
な
い
と
方
向
転
換
さ
れ
た
。

　
そ
れ
以
外
の
方
は
鳥
取
県
が
設
置

し
た
コ
ン
タ
ク
ト
セ
ン
タ
ー
で
対
応

す
る
と
の
こ
と
。
南
部
町
で
も
感
染

者
が
多
々
お
ら
れ
る
が
、
知
事
の
発

表
通
り
実
施
す
れ
ば
感
染
し
て
も
報

告
さ
れ
な
い
人
が
出
て
く
る
中
で
南

部
町
と
し
て
の
対
応
は
ど
う
す
る

か
。

９
月
２
日
か
ら
鳥
取
県
は
全

数
把
握
を
見
直
し
、
重
症
化

リ
ス
ク
の
あ
る
方
に
重
点
化
し
対
応

す
る
こ
と
で
件
数
が
減
り
時
間
短
縮

が
図
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
他
の

陽
性
者
に
つ
い
て
は
、
か
か
り
つ
け

医
で
陽
性
判
定
を
受
け
医
療
機
関
の

案
内
で
陽
性
者
コ
ン
タ
ク
ト
セ
ン

タ
ー
に
登
録
す
る
こ
と
で
手
続
き
の

省
力
化
を
図
り
迅
速
な
対
応
が
可
能

と
な
る
。
町
民
が
感
染
さ
れ
た
場
合

に
は
、
重
症
化
リ
ス
ク
の
あ
る
方
は

従
来
通
り
の
対
応
と
な
る
が
、
そ
れ

以
外
の
方
は
陽
性
者
自
ら
が
連
絡
し
、

同
様
の
サ
ポ
ー
ト
が
受
け
ら
れ
る
体

制
と
な
っ
て
い
る
。

軽
症
者
を
省
い
て
県
に
報
告

さ
れ
る
、
後
は
自
己
管
理
し

て
く
だ
さ
い
と
の
こ
と
、
そ
の
よ
う

な
こ
と
も
一
切
情
報
が
南
部
町
に

入
っ
て
こ
な
い
こ
と
が
一
番
怖
い
と

こ
ろ
で
あ
る
。

細
田

町
長

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

Ｑ 

全
数
把
握
の
見
直
し
に
つ
い
て
町
の
対
策
は

Ａ 

従
来
と
同
様
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る

　
県
の
事
業
か
も
し
れ
な
い
が
、
県

と
町
が
協
定
等
結
ん
で
そ
の
方
の

フ
ォ
ロ
ー
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
う
が
。

陽
性
に
な
っ
た
場
合
に
自
身

で
陽
性
連
絡
と
い
う
作
業
に
、

私
も
非
常
に
不
安
を
持
っ
て
い
る
。

　
問
題
は
自
分
が
陽
性
と
な
っ
た
時

に
、
例
え
ば
独
り
暮
ら
し
の
場
合
、

食
事
等
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
本
当
に

十
分
な
の
か
と
。

　
市
町
村
職
員
が
各
家
庭
に
食
料
を

配
給
、
お
手
伝
い
を
す
る
サ
ポ
ー
ト

体
制
の
協
定
を
保
健
所
と
鳥
取
県
は

結
ん
で
い
た
が
実
績
は
ゼ
ロ
で
あ
っ

た
。

　
保
健
所
が
混
乱
し
サ
ポ
ー
ト
ま
で

配
慮
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
今
後
は
協
定
を
基
に
し
な
が
ら
サ

ポ
ー
ト
が
必
要
な
方
の
情
報
が
入
れ

ば
南
部
町
と
し
て
も
応
援
体
制
を
組

み
な
が
ら
、
そ
の
方
の
暮
ら
し
を

守
っ
て
い
く
。

過
去
、
盆
・
正
月
に
帰
省
す

る
時
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
補
助
が

あ
っ
た
。
県
は
９
月
末
ま
で
県
外
往

細田元教 議員

来
者
に
無
料
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
あ
っ

た
が
南
部
町
で
も
今
後
は
必
要
で
は

な
い
か
。
半
額
で
も
助
成
が
必
要
と

思
う
が
ど
う
か
。

専
門
家
の
方
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
と
抗

原
検
査
の
違
い
に
つ
い
て
う

か
が
っ
た
と
こ
ろ
、
抗
原
検
査
は
陽

性
の
確
認
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
は
陰
性
の
確
認
。

少
し
症
状
が
あ
り
喉
が
痛
い
時
は
抗

原
キ
ッ
ト
で
十
分
で
あ
る
。
治
っ
た

と
い
う
判
定
に
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
の
陰
性
証

明
を
取
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
聞
い

た
。
９
月
末
ま
で
は
無
料
で
あ
る
。

　
今
後
の
発
症
状
況
や
鳥
取
県
が
取

組
み
を
継
続
す
る
の
か
ど
う
か
も
見

な
が
ら
町
民
の
健
康
を
守
る
た
め
、

前
向
き
に
検
討
す
る
。

ほそだ もとのり

細
田

細
田

町
長

町
長

さくら保育園 つくし保育園
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７月

金

月

金

水

金
水

８

11

15

20

22
27

日 曜日 会議･行事
広報常任委員会①
鳥取県町村議会議長会定期総会
西部町村議会議長会連絡会
広報常任委員会②
原水爆禁止国民平和大行進南部町通過式
西部町村議会正副議長局長合同研修会
広報常任委員会③
鳥取県町村議長女性議員研修会

７月

木

金
月
火

水

木
金
火
水
木

月

火

水

木

8

9
12
13

14

15
16
20
21
22

26

27

28

29

日 曜日 会議･行事
議会運営委員会
議会全員協議会
定例議会　本会議
定例議会　本会議
定例議会　一般質問
定例議会　一般質問
議会改革調査特別委員会
地方行政調査特別委員会
常任委員会
常任委員会
常任委員会
常任委員会
常任委員会
常任委員会
議会運営委員会
議会全員協議会
常任委員会
議会運営委員会
議会全員協議会
定例議会　本会議

８月

水
火

金

水

木
月
火
水

3
9

12

17

18
22
30
31

日 曜日 会議･行事
鳥取県町村議会広報研修会
１村２町下水道協議会総会
議会運営委員会
南部箕蚊屋広域連合議会　議会運営委員会
臨時議会
南部町伯耆町清掃施設管理組合議会
西部議長会表彰式・研修会
議会運営委員会
南部箕蚊屋広域連合議会定例会
西部広域行政管理組合議会臨時会

８月議会活動日誌

委員会構成を紹介します新
本会議場の議席配列で
構成しています【常任委員会（任期2年）】

○予算決算常任委員会（定数 14人）
○総務経済常任委員会（定数   7人）  
○民生教育常任委員会（定数   7人） 
○広 報 常 任 委 員 会（定数   8人） 

議 長・副 議 長【任期4年】
議会運営委員会（定数 6人）
     　　　　　 【任期2年】
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○印は議席番号

⑥ 長束博信
ひろのぶながつか むつおよねざわ かつみたきやま かたらおよしゆき まなぶかとう さこだ みつお

⑤ 米澤睦雄 ④ 滝山克己 ③ 荊尾芳之 ② 加藤　学 ① 﨏田光雄

⑫ 亀尾共三
かめおきょうぞう もとのりほそだ たかしいたい なかだ しろう よしふみみかも しらかわたつみ

⑪ 細田元教 ⑩ 板井　隆 ⑨ 仲田司朗 ⑧ 三鴨義文  ⑦ 白川立真

ひろしかげやま ようこまかべ

⑭ 景山　浩 ⑬ 真壁容子

挑戦者たち VOL.03

　自分で登ってゴールする。初めは登れなかっ
たけど少しずつ登れるようになるにつれて、怖
いより楽しいになってきました。
　中学２年生の頃に｢スピード｣のパリオリン
ピック育成事業に参加しました。スピードは自
分が頑張った成果がタイムに反映されるので、
やりがいを感じます。

スポーツクライミングの魅力は？Q

　まずは、毎年行われる選考会でまた日本代表に選
ばれるように練習して、パリオリンピックの代表に
も選ばれることです。

これからの目標は？Q

　小学校４年生の頃に鳥取県からオリンピック選手
を育成するプロジェクトに合格して１年間色々な種
目を体験して、種目を決定する時に親から「靴１つ
で出来るんだからクライミングにしたら」と言われ
ました。私は高所恐怖症なのに、と思いましたが始
めることにしました。

スポーツクライミングを始めたきっかけは？Q

　初めて出場しましたが、周りの雰囲気や盛り上が
りが日本とは大違いで、声援や観客も多くて、すご
く楽しく競技をすることができました。
　コロナ禍で日本では無観客でしたが、もっと認知
度や興味をもってもらい盛り上げてほしいです。

ワールドカップ出場で感じたことは？Q

多月 萌々菜 さん
ももなたつき

17歳

・法勝寺中学校卒業　鳥取中央育英高校通学
・鳥取県山岳・スポーツクライミング協会所属

2021年　国体中国ブロック大会
　　　　　SCJT2021スピード第1戦 女子2位

2022年　IFSC クライミング・ワールドカップ（L,S）
　　　　　ジャカルタ2022出場（９月24日～26日）

【直近の主な成績】

スポーツクライミングとは以下の3種目
・ボルタリング：様々な壁を登ったコースの数を競う競技
・リード　　　：12ｍ以上の壁を6分以内に登った高さ
　　　　　　　　を競う競技
・スピード　　：15ｍの壁を登る速さを競う競技

任期（令和４年10月29日～
　　　　　　令和６年10月23日）

倉吉スポーツクライミングセンターで練習

ワールドカップジャカルタ2022出場
撮影 : angasepsherpa　　　　　　



　
10
月
29
日
か
ら
南
部
町
議
会
の

委
員
会
構
成
が
変
わ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
18
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。
今
回
の
号
は
旧
メ
ン

バ
ー
で
編
集
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

次
回
の
号
か
ら
新
し
い
メ
ン
バ
ー

で
行
い
ま
す
が
、
一
人
し
か
代

わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
今
回
の
号
は
中
の
ペ
ー

ジ
を
黒
色
だ
け
で
印
刷
し
ま
し
た
。

今
ま
で
は
２
色
で
印
刷
し
て
い
ま

し
た
の
で
、
随
分
と
雰
囲
気
が
変

わ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　　
前
回
の
号
か
ら
一
般
質
問
を

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
見
え
る
よ
う
に

し
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
告
知
不

足
で
な
か
な
か
思
っ
た
ほ
ど
に
カ

ウ
ン
ト
数
が
増
え
ま
せ
ん
。

　
こ
の
機
会
に
「
鳥
取
南
部
町
議

会
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
の
登
録
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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大
山
の
南
西
約
20
キ
ロ
に
、
鳥
取
県
南
部
町
の
鎌
倉
山
が
あ

る
。
中
世
の
山
城
跡
が
あ
る
里
山
だ
。
鎌
倉
時
代
後
期
の
１
３

０
０
年
代
に
、
戸
田
備
中
守
森
正
が
築
い
た
と
頂
上
近
く
の
案

内
板
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
町
内
の
手
間
要
害
山
に
城
を
構
え
た
越
中
守
実
光
と
戦
っ
た

と
い
わ
れ
る
。
江
戸
時
代
後
期
は
「
た
た
ら
製
鉄
」
が
盛
ん
な

地
域
だ
っ
た
。
麓
の
金
山
の
地
名
は
た
た
ら
製
鉄
に
由
来
す
る
。

　
登
山
道
は
広
域
基
幹
林
道
、
鎌
倉
山
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
の
中

央
あ
た
り
に
あ
る
「
こ
も
れ
び
広
場
」
の
駐
車
場
に
車
を
停
め

て
ス
タ
ー
ト
。
山
頂
か
ら
は
奥
日
野
の
連
山
や
大
山
、
遠
く
島

根
半
島
が
遠
望
で
き
る
。

南
部
町
最
高
峰（
7
3
1m
）
　鎌
倉
山

か
ま
く
ら
や
ま

町議会広報

探検隊
NO.11

今
も
昔
も
人
と
鎌
倉
山
の
関
わ
り

て
ま
よ
う
が
い
さ
ん

2020年に南さいはく地域振興協議会で地域を知る試みで計画さ
れた「かまくら登山」だが、その後はコロナ禍で実施できていない。

鎌倉山登山道入り口「こもれび広場」

　
金
山
区
有
志
で
、
登
山
道
入
り
口
の
休
憩

所
・
ト
イ
レ
が
完
備
さ
れ
た
「
こ
も
れ
び
広

場
」
の
除
草
、
清
掃
を
行
い
登
山
者
を
待
っ
て

い
る
。

　
代
表
の
奥
山
俊
二
さ

ん
は
、
「
鎌
倉
山
登
山

を
楽
し
む
皆
さ
ん
に
気

持
ち
よ
く
過
ご
し
て
い

た
だ
く
、
整
備
を
し
て

い
ま
す
。
」
と
語
っ
て

い
た
だ
い
た
。

　
来
春
ま
で
は
、
工
事

の
た
め
登
山
は
で
き
ま

せ
ん
。

お
く
や
ま
し
ゅ
ん
じ


